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LED光照射ユニット

LED光照射ユニット LC-450EXP

別売コントローラー LC-LED-CON1との組み合わせ例（写真は点灯時）

品名／型名 備考 価格

スプリングネット振と
う台 MR-4030

底面の板をはずしてネジ止
め。架数はP.034参照。 ¥43,000

LC用透明シート

容器固定および照射面の
キズ防止用スティックシー
ト（本製品のみでの固定は
100r/minまで、密着性高
く背が低いもののみ）

¥14,000

LED上面照射用取り
付け金具
RSB-3424LED

中型BR（40UL除く）庫内
上面に取り付けるための金
具。高さ4段階に調整可能。

￥34,000

LED光照射ユニット
取り付け金具 
LC-0950BR

大型BR用ツメクランプ振とう
台MT-6040/7050/8060
に取り付けるための金具。
LEDユニット1枚につき本金
具1セットが必要。

￥34,000

コントローラー固定
用金具
LC-ST1

大型BR（180LF除く）にコ
ントローラーを固定するた
めの金具。P.050参照。

￥18,000

LED光照射ユニッ
ト取り付け金具 
LC-1250SB

恒温庫iBおよびMシリーズ
の棚板に取り付けるための
金具。LEDユニット1枚を棚
板1枚に固定可。

￥34,000

大型バイオシェーカー庫内に
LEDユニットを4枚設置した例

同一出力で4枚まで
照射が可能な
別売コントローラー
LC-LED-CON4

タイテックの振とう培養機などを
光照射の培養機にアップグレードする
オプションです。中・大型BR等に。

●一般的なLED蛍光灯と同等の波⾧
●底面照射では低光量から照射差が少ない
●コントローラー別売。1chのみと、1〜4ch同一照射

●藍藻や藻類の培養
●植物カルスの培養
●植物細胞の継代培養

光量子束密度が旧製品（LC-LED450W）の約215μ
mol m-2s-1 から、本製品では約310μmol m-2s-1 にアッ
プしました。別売の専用コントローラーにより、10 〜
100％の範囲で1% 単位で光量を制御可能です。

黄：クロロフィルaの吸収
緑：クロロフィルbの吸収
黒：LED450Wの発光
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LED470Bの発光

クロロフィルbの吸収
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LED660Rの発光

クロロフィルaの吸収
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葉緑体の主な吸収波長である450nmを一次ピークとし
て含み、660 〜740nm 前後も必要な強度で含んでいま
す。昼白色蛍光灯の置き換えに最適です。

昼白色蛍光等の置き換えに

従来機よりも照度（光量子）が大幅UP。
1％単位で調光可能

●動画：安定した藻類培養環境を構築する 更に詳しい情報は QRコードまたは https://taitec.info/2026b/49 にて

●オプション
型名 LC-450EXP

LED 光源色：白、ピーク波長：450nm。
光量子束密度：約310μmol m-2s-1（＊1）、照射面平均：±15%以内

LED光源部寸法 340×240mm
使用環境条件 温度：+4℃〜+50℃（＊2）、振とう速度：〜200r/min

本体質量 約2.5kg

電源 別売の専用コントローラーによる。＊旧製品のコントローラーとの互換性あり（互換性ケーブルが必要となる
場合があります。詳細はお問合せください）

価格 ¥242,000（別売のコントローラーが必要、下記）

専用コントローラー型名 LC-LED-CON1 LC-LED-CON4
調光方式、制御可能範囲 ＰＷＭ方式、1%単位でのコントロール、10〜100％（＊）

制御可能なLED光照射ユニット枚数 1枚の光量をコントロール。中型BRでのご使用に 1〜4枚同時に、同一出力（％）にて制御可能。大型BRに

質量 本体約0.2kg、ACアダプタ約0.25kg 本体約0.7kg、ACアダプタ約1kg

電源 AC100V、2.0A AC100V、5.0A

価格 ¥83,000 ¥152,000

（＊1）光量子束密度の数値は発光面での数値になります。光照射ユニット毎に僅かながら個体差が生じます。ご了承ください。（＊2）本機からの発熱により、各装置本体の温度表示が実
温とズレてしまう可能性があります。ご使用の際は必ず使用される温度と照度で実温を計測し、ズレているようであればオフセットを行ってください。

（＊）設定は0〜100％の範囲で可能ですが、 光照射ユニットの個体差の関係で10％以下は再現性が悪くなります。

組み合わせ例❶：中型BRにて底面照射
LC-450EXP＋ コントローラー LC-LED-CON1 
＋ 振とう台 MR-4030＋ LC用透明シート

組み合わせ例❹：中型恒温庫 M-210FDにて底面/上面照射（詳細はP.158）
LC-450EXP ＋ コントローラー LC-LED-CON1 ＋ 取り付け金具 LC-1250SB

スプリングネット振とう台の
底面に取り付けて使用します

組み合わせ例❷：中型BRにて上面照射
LC-450EXP＋ コントローラー LC-LED-CON1 
＋ 取り付け金具 RSB-3424LED

組み合わせ例❸：大型BRにて底面照射 
（詳細はP.050） 
LC-450EXP ×1〜4枚 
＋ コントローラー LC-LED-CON4 
＋ 取り付け金具 LC-0950BR ×1〜4個
＋ 振とう台 MR-4030 ×1〜4個 
＋ LC用透明シート ×1〜4個

中〜大型の恒温振とう培養機BR シリーズ、振とう機NR シリーズ、恒温庫M シリーズと組み合わせて使用します。容器
底面からの照射が可能。大型BR への取り付けは50 ページ、大型NR は84 ページ、恒温庫は158 〜159 ページをご
覧ください。またBR-41/42/43/53 シリーズや恒温庫では、別売の取り付け金具を用い、庫内上部からの照射も行え
ます。

中〜大型BRシリーズや振とう機、恒温庫と組み合わせ

底面からの照射

中型 BR での使用例中型 BR での使用例
（実際には窓を遮光）（実際には窓を遮光）

黄：クロロフィルaの吸収
緑：クロロフィルbの吸収
黒：LC-450EXPの発光

●中〜大型バイオシェーカーシリーズ➡ P.030 〜 041 ●大型振とう機『NR-150Nシリーズ』➡ P.084 ●恒温庫『M-210/600FD』➡ P.158 〜 159
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